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平成２７年度第１回教育研究評議会議事要旨

日 時 平成２７年４月２３日（木） １０時３２分開会

１３時０５分閉会

場 所 事務局第１・２会議室

欠席者 戸田評議員

議事に先立ち、学長から、遠藤順三名誉教授（元岩見沢分校教授）の逝去に対して、

哀悼の意が述べられた。また、学長から監事が教育研究評議会に出席することについて

の報告及び新任評議員の紹介の後、石川理事から事務局新任者の紹介があった。

○議題等

１ 名誉教授の称号授与について

各校キャンパス長及び教職大学院長から、資料２－１及び資料２－２（回収資料）

に基づき推薦の辞があった後、本学名誉教授称号授与に関する取扱細則第７条にお

いて「教育研究評議会における議決は、教育研究評議会が特に必要と認めた場合に

のみ無記名投票により行う。」とされているところ、審議の結果、投票によらず

１６件の推薦の全てを承認した。

２ 大学教員の休職について

学長から、資料３（回収資料）に基づき説明があり、これを承認した。

３ 客員教員について

教職大学院長から、資料４に基づき候補者の説明があり、これを承認した。

４ 学生の懲戒の手続に関する規則等の一部改正について

城後理事から、資料５－１～２に基づき、「北海道教育大学学生の懲戒の手続に

関する規則の一部を改正する規則」及び「北海道教育大学における学生団体による

課外活動に関する規則」を改正することについて説明がありこれを承認した。

なお、学生懲戒審査委員会から教授会へ報告することを確認した。

５ 代議員会の構成員について

石川理事から、代議員会規則制定に至る経緯について、前回評議会で提起された

研究科の代議員選出区分に係る疑義については、規則上も各校から選出されること

が担保されていることから、役員会においても変更することなく決定したとの説明

があった。その後、教授会構成員である代議員の人数についての審議が行われ、種

々の意見が出された。審議の結果、次回に改正案を提出し、引き続き審議すること

とした。

○報告

１ センター員の兼務について

学長から、資料６に基づき、大学教育開発センター員を任命したことについて、

報告があった。
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２ 学校・地域教育研究支援センター部門長について

学長から、資料７に基づき、学校・地域教育研究支援センター部門長を任命した

ことについて、報告があった。

３ 国立大学法人北海道教育大学役職員等名簿他

総務課長から、資料８に基づき、年度当初にあたり、役職員等の名簿が周知され

た。

なお、石川理事から女性管理職等の登用促進について配慮願いたい旨の要請があ

り、また、学長から、女性教員の採用促進について配慮する必要がある旨の報告が

あった。

４ 平成２７年度学生数について

教務課長から、資料９に基づき、平成２７年４月１日現在の学生数について、報

告があった。

５ 平成２７年度入学試験実施状況について

佐川理事から、資料１０に基づき、学部、編入学、養護教諭特別別科及び大学院

の入学者選抜実施状況について、報告があった。

６ 遼寧大学・大連海洋大学との協定書及び覚書の締結について

佐藤副学長から、資料１１－１～２に基づき、中華人民共和国の遼寧大学及び大

連海洋大学と協定書及び覚書を締結したことについて、報告があった。

７ 平成２７年度教育研究評議会の定例開催について

学長から、資料１２に基づき、平成２７年度における教育研究評議会の定例開催

予定について、報告があった。

○その他

１ 教員候補者の採用留保について

学長から、平成２７年１月２９日開催の第１１回教育研究評議会で報告した、旭

川校数学科教育担当の教員候補者の採用保留について、平成２７年４月１日採用と

せず、次年度以降のしかるべき時期に教育委員会と調整の上、割愛の手続を進める

こととした旨の報告があった。

２ 教育研究評議会の配付資料について

学長から、前回教育研究評議会において、当事者である大学が管理している、大

学と文部科学省との間の照会・回答文書と同一のものが、田中評議員により配付さ

れたことについて、田中評議員に資料の入手経路並びにこの資料に関し、学長及び

石川理事宛に質問状を提出した５人の評議員の関与についての質問があった。

以 上


